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序　文

仙台市教育委員会
教育長　佐々木　洋

令和 3年 3月

　日頃より仙台市の文化財行政に対しご理解、ご協力を賜り感謝申し上げます。市内には数
多くの遺跡が確認されており、遺跡に眠る埋蔵文化財はその時代に住んでいた人々の痕跡を
伝えるものです。当教育委員会としましては皆様のご理解とご協力を得て、大切な文化財を
保存し、後世に伝え、また活用を図り、その価値を生かしていく所存です。
　ここに報告いたします郡山遺跡は、地方官衙としてはわが国でも最古段階の重要な遺跡で
す。郡山遺跡の発掘調査事業は、幻の城柵としての一端をあらわした昭和 54 年の最初の調
査から 41 年目を迎えました。その後継続的に実施してきた発掘調査により、古代の文献に
記録のない“幻の城柵”はまさに“甦る城柵”として私たちの前に姿を現してきました。また、
その価値が明らかになったことで、平成 18 年には国史跡「仙台郡山官衙遺跡群－郡山官衙
遺跡　郡山廃寺跡－」として指定されています。
　令和 3年 3月 11 日で、東北地方に大きな爪痕を残した東日本大震災からちょうど 10 年が
経ちました。建物の復興は進み、郡山遺跡内での個人住宅建築、宅地造成等に伴う調査件数
は増加傾向にありました。そのような中で今年度は新型コロナウイルス感染症が猛威を振る
い、主に文化財活用関係の行事や見学などを見送るケースも相次ぎました。しかしながら新
型コロナウイルス感染症対策を十分に講じながら史跡内の範囲確認調査等の野外調査は何と
か実施することができました。本書はその調査結果を報告・公開するものです。
　発掘調査を継続できましたのも皆様のご協力があってこそです。これまでの文化財の調査
成果が遺跡保護や整備、そして私達の生活文化に寄与することを願ってやみません。今後と
も皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。





例　　言

１．本書は、国庫補助事業における市内遺跡調査のうち、郡山遺跡の史跡内での範囲確認調査に加え、郡山遺跡内　
　　の個人住宅建築工事に関連した発掘調査の報告である。
２．本概報は調査調整係と仙台城史跡調査室の協力を得て整備活用係がまとめた。また執筆と各作業は以下のよう　
　　に分担し、編集は庄子と元山が行った。
　　第１・２章Ⅲ～Ⅵ　庄子裕美　　第２章Ⅰ・Ⅱ　須貝慎吾　　第 3 章　元山祐一
　　遺物実測図作成・トレース・図版作成：郡山遺跡発掘調査事務所作業員
　　遺物観察表作成：庄子、元山　　　遺物写真撮影：向田文化財整理収蔵室作業員　
　　遺構図トレース・図版作成：庄子、須貝、郡山遺跡発掘調査事務所作業員　　
　　遺構註記表作成：庄子、元山、須貝
３．本書の内容は既に公開されている遺跡見学会資料や各種の発表会資料に優先する。
４．郡山遺跡第 306 次発掘調査の実施にあたり、株式会社協大工業からご協力をいただいた。
５．本書に係る出土遺物や実測図、写真などの資料は仙台市教育委員会が保管している。　
　　

凡　　例
１．断面図の標高値は、海抜高度を示している。但し、海抜高度及び座標系は、平成 23 年（2011）3 月 11 日の　　
　　東日本大震災以前の値を使用している。
２．第 2 章の図中に示した座標系は、郡山遺跡内に昭和 56 年に設定し、平成 8 年度に改訂した任意の座標系（X=0、
　　Y=0 を通る磁北線（1984 年頃の偏角で、真北から 6°44′7″西傾）で表記している。また、第２章ⅣとⅤ　
　　の図中では対照のため日本測地系の座標値を記している。
３．第 2 章の文中の方位は、真北を基準としている。また、図中の方位に「☆」を付したものは真北を示し、こ　
　　れ以外の方位は座標系に沿った磁北を示している。
４．遺構の略称は次のとおりである。郡山遺跡の遺構番号はこれまで調査された調査区を通しての番号順であるが、　
　　ピットは調査区毎としている。
　　SA：柱列・材木列　 　SD：溝跡　　SK：土坑　　P：ピット・柱穴
５．遺物の略号は次のとおりである。
　　C：土師器（ロクロ不使用）　　D：土師器（ロクロ使用） 　E：須恵器　　　K：石製品　　  　
　　N：鉄製品　　P：土製品
６.  土師器実測図における網掛けは、黒色処理を示している。その他の付着物や痕跡は図中に表記している。
７．遺物観察表中の法量で（　）が付いた数字は、図上で復元した推定値ないし残存値である。
８．遺物写真の縮尺は、遺物図版に掲載した同一個体のそれに準ずる。写真掲載のみの遺物は、特別な記載がない　
　　限り３分の１で掲載している。
９.  遺構観察表中の土色については「新版標準土色帖」（小山・竹原 1989）を使用した。
10．第 1 図は国土地理院発行の 1：25000「長町」を、また第 2 図は仙台市発行の「2 千 5 百分の 1 都市基本図」を、
　　各調査区位置図は『郡山遺跡発掘調査報告書　総括編（1）』の「付図 2　Ⅱ期官衙全体図」を基に作成し使　
　　用した。
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第１章　はじめに
Ⅰ．調査体制

調査主体　仙台市教育委員会
調査担当　文化財課長　長島栄一
　　　　　整備活用係　係長 工藤慶次郎　　主査 元山祐一　　総括主任 髙橋勝枝
　　　　　　　　　　　主任 堀越研、佐藤文征　　主事 庄子裕美、五十嵐愛
　　　　　調査調整係　係長 平間亮輔　　主査 近藤勇亮、栗和田祥郎　主任 及川謙作、小浦真彦、尾形隆寛
　　　　　　　　　　　主事 澤目雄大、妹尾一樹、相川ひとみ、柳澤楓、木村恒　　専門員 齋野裕彦　　
　　　　　　　　　　　会計年度任用職員 篠原信彦

　本報告書に掲載する各調査の担当職員は以下の通りである。
　　郡山遺跡第 302・303 次調査：須貝慎吾・栗和田祥郎　　
　　郡山遺跡第 304 ～ 307 次調査：庄子裕美・元山祐一　
　　　　　　　　
　発掘調査・整理作業を適正に実施するため「郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会」を設置し、指導・助言
を受けていたが、東日本大震災以降、復旧に伴う発掘調査を優先せざるを得ない状況であったことから、調査指導
委員会については、震災後はやむなく休会としている。今年度は委員の選定を行った。令和 3 年度以降については、
郡山遺跡と陸奥国分寺跡等の遺跡内での発掘調査の状況を踏まえて、委員会を再開する予定である。
　
Ⅱ．調査計画と実績
１．調査計画
　令和 2 年度に計画した本書掲載の調査は、国庫補助事業である「市内遺跡発掘調査」の一部として計画し、郡山
遺跡を対象とした｡

郡山遺跡では第 5 次 5 ヶ年計画終了後に平成 17 年度から補足調査を実施してきたが、個人住宅建築に関わる調
査と郡山遺跡の史跡整備に伴う範囲確認調査を実施した。
　発掘調査総経費は 26,260,000 円（国庫補助金額 13,130,000 円）の予算で計画し、当初は郡山遺跡の個人住宅対
応に 5,634,161 円、郡山遺跡の範囲確認調査に 2,184,520 円、「仙台平野の遺跡群」として郡山遺跡以外の市域全体
の個人住宅対応に 5,655,752 円、出土木製品の保存処理に 418,000 円、仙台城跡調査に 12,367,567 円とした。これ
によって本書の掲載に関わる発掘調査の実施計画を立案した。

表 1　令和２年度発掘調査計画

２．調査実績
　郡山遺跡については、令和 2 年度は 5 箇所の調査を実施した。そのうち本報告書では、国庫補助事業の対象と
なる個人住宅建築に関わる調査である令和元年度実施の第 302・303 次調査に加え、第 304・307 次調査と範囲確
認調査の第 305・306 次調査の報告を行う。なお、令和 2 年度中に実施した第 308 ～ 310 次調査の詳細については
来年度以降の報告とする。

遺跡名 調査地区 調査予定面積 調査予定期間 調査原因
郡山遺跡 官衙内部など 5 箇所 300㎡ 令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 個人住宅建築
郡山遺跡 Ⅱ期官衙中枢部 約 50㎡ 令和 2 年 8 月～ 9 月 範囲確認調査
郡山遺跡 Ⅱ期官衙南門北側 約 60㎡ 令和 2 年 8 月～ 9 月 範囲確認調査

1



1. 郡山遺跡　　2. 西台畑遺跡　　3. 長町駅東遺跡　　4. 北目城跡　5. 富沢遺跡　　6. 大野田官衙遺跡

第 1図　遺跡位置図
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表 2　令和２年度発掘調査実績　（一部前年度実績を含む）

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対　応

郡山遺跡第 302 次 Ⅱ期官衙西部 16㎡  令和元年 12 月 10 日～ 12 月 23 日  個人住宅建築 　郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 303 次 Ⅱ期官衙西部 14㎡  令和元年 12 月 10 日～ 12 月 23 日  個人住宅建築 　郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 304 次 Ⅱ期官衙南東部 13.2㎡  令和 2 年 7 月 20 日～ 7 月 21 日  個人住宅建築 　郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 305 次 Ⅱ期官衙中枢部南東側 50.3㎡  令和 2 年 8 月 24 日～ 9 月 29 日 範囲確認 　郡山遺跡ほか調査　

郡山遺跡第 306 次 Ⅱ期官衙南門北側 60㎡  令和 2 年 8 月 24 日～ 9 月 29 日 範囲確認 　郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 307 次 郡山遺跡東端部 9.9㎡ 令和 2 年 10 月 27 日～ 10 月 28 日  個人住宅建築 　郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 308 次 Ⅱ期官衙北東部 22.6㎡  令和 2 年 11 月 4 日～ 12 月 11 日  個人住宅建築 　郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 309 次 郡山遺跡南東部 14㎡ 令和 3 年 2 月 24 日～ 2 月 25 日 個人住宅建築 　郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡第 310 次 Ⅱ期官衙西部 27.9㎡ 令和 3 年 3 月 9 日～ 3 月 10 日 個人住宅建築
　震災復興民間文化財発掘調査　　　　　
　助成事業

2



第 2図　郡山遺跡調査地点位置図
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Ⅰ．第 302 次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第 302 次調査は、申請者より令和元年 11 月 12 日付で提出された「埋蔵文
化財発掘の届出について」（令和元年 11 月 19 日付 H31 教生文第 101-344 号で
通知）に基づき実施した。

今回の調査地点は、郡山遺跡方四町Ⅱ期官衙の西辺付近に位置し、平成 11
年度に調査が行われた第 129 次調査区、平成 28 年度に調査が行われた第 265

２．基本層序

盛土の下に基本層を大別 4 層、細別で 10 層確認した。盛土は 17 ～ 32㎝の厚さで、遺構確認を行ったⅢ層
までの深さは GL-1.1m 程度である。

遺構検出面のⅢ層は他の郡山遺跡で検出されている遺構面よりも黒褐色粘土質シルトが多く混入する状況
から、調査区西側にサブトレンチを設定し堆積状況を確認した。Ⅲ層とⅣ層は南西から北東方向に緩やかに
傾斜し、明黄褐色と黒褐色の層が互層に確認できることから、自然流路の堆積土である可能性が考えられる。

３．検出遺構と出土遺物

検出された遺構は、土坑 3 基、ピット 3 基である。遺物は各遺構から土師器片や須恵器片が出土した。

第 4図　第 302 次調査区位置図

建物範囲建物範囲

隣地

調査区

敷地範囲

道路

真
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磁
北

0 10mS=1/500

第 3図　第 302 次調査区配置図

次調査区の東側、平成 30 年度に調査が行われた第 292 次調査の南側にあたる ( 第 2・4 図 )。
調査は令和元年 12 月 10 日に開始し、想定される遺構検出状況をもとに、建築予定範囲内に東西 3.0 ｍ×

南北 4.0 ｍの規模で調査区を設定した。重機により盛土および基本層Ⅰ・Ⅱ層まで掘り下げ、基本層Ⅲ層上
面（GL-0.8 ～ 0.9 ｍ）で遺構検出作業を行った。同時に行っていた 303 次調査で掘立柱建物跡の一部と考え
られる P1 が検出されたことから、302 次調査でも検出が予想されたため、調査区の西側を 1.5m × 2.0m の規
模で拡張した。遺構の記録は、平面図・断面図を S=1/20 で作製し、記録写真はデジタルカメラを用いて撮
影した。また、調査の際に郡山座標（No.22）から基準点・水準点の移設を行った。12 月 23 日に調査を終了し、
その後重機により埋め戻しを行った。

第 2 章　郡山遺跡

265次
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254次

204次
210次

91次

44次
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0 50mS=1/1500
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第 5図　第 302 次調査区平面・断面図
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遺構名 層位 土色 土性

Ⅰa 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト

Ⅰb 10YR5/2 灰黄褐色 シルト

Ⅰc 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト

Ⅱa 10YR3/2 黒褐色 シルト

Ⅱb 10YR3/1 黒褐色 シルト

Ⅲa 10YR6/8 明黄褐色 シルト質粘土

Ⅲb 10YR6/6 明黄褐色 シルト質粘土

Ⅳa 10YR3/2 黒褐色 シルト

Ⅳb 10YR6/6 明黄褐色 シルト

Ⅳc 10YR3/2 黒褐色 シルト

1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト

2 10YR7/1 灰白 粘土質シルト

3 10YR5/8 黄褐色 粘土質シルト

1 5YR2/2 オリーブ黒色 粘土質シルト

2 5YR4/2 オリーブ黒色 粘土質シルト

3 5YR4/3 暗オリーブ色 粘土質シルト

1 10YR3/2 黒褐色 シルト

2 10YR3/1 黒褐色 シルト

1 10YR3/3 暗褐色 シルト

2 10YR2/2 黒褐色 シルト

3 10YR5/6 黄褐色 シルト

P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト

1 10YR2/2 黒褐色 粘土

2 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト

P1

Ⅲ層ブロック(φ5～10㎝)を含む。(柱痕跡)

Ⅲ層ブロック(φ5～10㎝)を含む。(掘り方埋め土)
P3

炭化物を少量含む。

酸化鉄を微量に含む。

炭化物を少量含む。

Ⅲ層ブロック(φ5～10㎝)を含む。炭化物を少量含む。

酸化鉄を微量に含む。

SK2553

SK2554

SK2562

炭化物を少量含む。

酸化鉄を含む、炭化物少量含む。

酸化鉄を微量に含む。

酸化鉄を微量に含む。

マンガン粒が少量含む、酸化鉄を含む。

基本層

小礫を含む。

酸化鉄を多く含む。

Ⅲ層ブロック(φ5～10㎝)を含む、酸化鉄を含む。

Ⅲ層ブロック(φ5～10㎝)を含む。耕作土

炭化物を少量含む。酸化鉄を微量に含む。

炭化物(φ1～2㎝)を少量含む。

Ⅳ層ブロック(φ5～10㎝)を含む、炭化物を含む、酸化鉄をまばらに含む。検出面

マンガン粒(φ0.5～1㎝)を含む、炭化物をまばらに含む。

10YR6/6明黄褐色ブロック(φ5～10㎝)を含む。酸化鉄が少量含む。

備考

炭化物がまばらに含む。耕作土

炭化物を少量含む。

マンガン粒が少量含む、酸化鉄を含む。

遺構名 層位 土色 土性 備考

基本層

Ⅰ a 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 小礫を含む。
Ⅰ b 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 酸化鉄を多く含む。
Ⅰ c 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅲ層ブロック ( φ 5 ～ 10㎝ ) を含む、酸化鉄を含む。
Ⅱ a 10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅲ層ブロック ( φ 5 ～ 10㎝ ) を含む。耕作土
Ⅱ b 10YR3/1 黒褐色 シルト 炭化物がまばらに含む。耕作土
Ⅲ a 10YR6/8 明黄褐色 シルト質粘土 Ⅳ層ブロック ( φ 5 ～ 10㎝ ) を含む、炭化物を含む、酸化鉄をまばらに含む。検出面
Ⅲ b 10YR6/6 明黄褐色 シルト質粘土 マンガン粒 ( φ 0.5 ～ 1㎝ ) を含む、炭化物をまばらに含む。
Ⅳ a 10YR3/2 黒褐色 シルト 10YR6/6 明黄褐色ブロック ( φ 5 ～ 10㎝ ) を含む。酸化鉄が少量含む。
Ⅳ b 10YR6/6 明黄褐色 シルト マンガン粒が少量含む、酸化鉄を含む。
Ⅳ c 10YR3/2 黒褐色 シルト マンガン粒が少量含む、酸化鉄を含む。

SK2553
1 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 酸化鉄を含む、炭化物少量含む。
2 10YR7/1 灰白 粘土質シルト 炭化物を少量含む。
3 10YR5/8 黄褐色 粘土質シルト 炭化物を少量含む。

SK2554
1 5Y2/2 オリーブ黒色 粘土質シルト 酸化鉄を微量に含む。
2 5Y4/2 灰オリーブ 粘土質シルト 酸化鉄を微量に含む。
3 5Y4/3 暗オリーブ色 粘土質シルト 炭化物を少量含む。酸化鉄を微量に含む。

SK2562 1 10YR3/2 黒褐色 シルト 炭化物 ( φ 1 ～ 2㎝ ) を少量含む。
2 10YR3/1 黒褐色 シルト 炭化物を少量含む。

P1
1 10YR3/3 暗褐色 シルト 酸化鉄を微量に含む。
2 10YR2/2 黒褐色 シルト 炭化物を少量含む。
3 10YR5/6 黄褐色 シルト Ⅲ層ブロック ( φ 5 ～ 10㎝ ) を含む。炭化物を少量含む。

P2 1 10YR3/4 暗褐色 シルト 酸化鉄を微量に含む。

P3 1 10YR2/2 黒褐色 粘土質 Ⅲ層ブロック ( φ 5 ～ 10㎝ ) を含む。( 柱痕跡 )
2 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト Ⅲ層ブロック ( φ 5 ～ 10㎝ ) を含む。( 掘方埋土 )
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【SK2553 土坑】
調査区の南西側で検出された。Ⅲ a 層上面から掘りこまれた遺構で規模は東西 1.4m 以上、南北 70㎝であり、

平面形は細長い楕円形を基調としたものと推測される。深さは 30㎝で、断面形状は逆台形を呈する。堆積土
は 3 層に細分される。遺物は堆積土から土師器の破片が出土している。
【SK2554 土坑】

調査区の南東側で検出された。Ⅱ a 層上面から掘りこまれた遺構で規模は東西 80㎝以上、南北 70㎝以上で
ある。深さは約 60㎝で、断面形状は逆台形を呈すると推測される。堆積土は 3 層に細分される。
【SK2562 土坑】

調査区の拡張部で検出された。規模は東西 54㎝、南北 58㎝であり、平面形は隅丸方形である。深さは 17㎝で、
断面形状は逆台形である。堆積土は 2 層に細分される。
【ピット】

今回の調査区からは 3 基のピットが検出された。P1 と P2 は平面形状が円形を基調としており、径は 14㎝
～ 15㎝である。深さは約 20 ～ 40㎝を測る。P3 は平面形状が隅丸方形を基調としており、一辺は 19 ～ 22㎝
である。深さは 42㎝を測る。直径 8㎝の柱痕跡がみられ掘立柱建物を構成する可能性が考えられる。

４．まとめ

今回の調査地点は郡山遺跡Ⅱ期官衙内の西部に位置する。
今回の第 302 次調査区からは土坑 3 基、ピット 3 基が検出された。北側で同時期に調査した 303 次調査で

掘立柱建物跡を構成すると考えられる柱穴（P1）が検出されたことから調査区の西側を拡張したが、拡張部
で検出された P3 は、303 次調査の P1 と掘り方の規模や形態が異なることから、想定した掘立柱建物跡を構
成する遺構ではないと考えられる。

第 6図　土坑・ピット断面図

第 7図　第 302 次出土遺物

図版
番号

登録
番号

出土
遺構 層位 種別 器種 法量 (㎝ ) 外面 内面 備考 写真

図版口径 底径 器高

7-1 C-1323 - Ⅲ層上面 土師器 坏 - - (6.2) 口 : ヨコナデ  体 : ケズリ 一部摩滅 黒色処理　ミガキ　一部摩滅
胎土極小石英粒やや多量に含
む　極小白色砂粒含む　褐色
砂粒少量含む　黒色砂粒微量
に含む　白針あり　焼成良

1-1

7-2 C-1324 SK2553 - 土師器 甕 (11.6) - (6.4) 口 : ヨコナデ 体 : ヘラナデ 口 : ヨコナデ 体 : ヘラナデ 胎土　砂粒・石英・白針少量
含む 1-2

- C-1325 SK2553 - 土師器 不明 - - （3.7） - - 漆 ? 付着 1-3

0 （S=1/60) 2ｍ

C’A’ B’ 8.80m C8.80m A 8.80m B
P3SK2562 P2

1
1

1
2 22

0 （S=1/3) 10cm

1

2（SK2553)
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1．遺構完掘状況（南から） 2．拡張区完掘状況（南東から）

3．西壁断面南側（東から） 4．西壁断面北側（東から）

第 302 次調査出土遺物

写真図版 1　第 302 次調査

1
（第 7図 1）

2
（第 7図 2）

3
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Ⅱ．第 303 次発掘調査
１．調査経過と調査方法

第 303 次調査は、申請者より令和元年 11 月 12 日付で提出された「埋蔵
文化財発掘の届出について」（令和元年 11 月 19 日付 H31 教生文第 101-345
号で通知）に基づき実施した。

今回の調査地点は、郡山遺跡方四町Ⅱ期官衙の西辺付近に位置し、平成
11 年度に調査が行われた第 129 次調査区、平成 28 年度に調査が行われた
第 265 次調査区の東側、平成 30 年度に調査が行われた第 292 次調査の南
側にあたる ( 第 2・9 図 )。

調査は令和元年 12 月 10 日に着手し、想定される遺構検出状況をもと
に、建築予定範囲内に東西 4.0 ｍ×南北 3.0 ｍの規模で調査区を設定した。
重機により盛土および基本層Ⅰ・Ⅱ層まで掘り下げ、基本層Ⅲ層上面（GL-
0.9 ～ 1.0 ｍ）で遺構検出作業を行った。掘立柱建物跡の一部と考えられる
柱穴が検出されたことから遺構の広がりを確認するため、調査区の南側を

第 9図　第 303 次調査区位置図

建物範囲調査区

隣地

調査区

敷地範囲 道路

建物範囲

真
北

磁
北

0 10mS=1/500

第 8図　第 303 次調査区配置図

1.5m × 2.0m の規模で拡張した。遺構の記録は、平面図・断面図を S=1/20 で作製し、記録写真はデジタルカ
メラを用いて撮影した。また、調査の際に郡山座標（No.22）から基準点・水準点の移設を行った。12 月 23
日に調査を終了し、その後重機により埋め戻しを行った。

２．基本層序

盛土の下に基本層を大別 4 層、細別で 8 層確認した。盛土は 17 ～ 32㎝の厚さで、遺構確認を行ったⅢ層
上面までの深さは GL-1.0m 程度である。遺構検出面のⅢ層は 302 次と同様に黒褐色粘土質シルトが多く混入
する状況が確認できる。Ⅳ層は酸化鉄を多く含み上面には酸化鉄の集積が認められる。

３．検出遺構と出土遺物

検出された遺構は、溝跡 2 条、土坑 5 基、ピット 1 基である。遺構は主にⅢ層上面とⅣ層上面の 2 面で確
認した。また調査区断面の観察を行った結果、Ⅱ層上面から掘り込まれた遺構も少数存在することを確認し
ている。遺物は各遺構から土師器片や須恵器片が出土した。

265次

129次
254次

204次
210次

91次

44次

116次

101次

110次

258次
292次

第303次

第302次

0 50mS=1/1500
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第 10 図　第 303 次調査区平面・断面図

遺構名 層位 土色 土性 備考

基本層

Ⅰ a 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 小礫を含む。
Ⅰ b 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 酸化鉄粒をまばらに含む、灰白が少量含む。
Ⅱ a 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト Ⅳ層ブロック ( φ 5 ～ 10㎝ ) を含む。酸化鉄粒をまばらに含む。（耕作土）
Ⅱ b 10YR5/6 黄褐色 シルト Ⅲ層ブロックを含む。酸化鉄粒・炭化物粒をまばらに含む。
Ⅲ a 10YR5/6 黄褐色 シルト質粘土 マンガン粒 ( φ 1 ～ 2㎝ ) を含む、酸化鉄粒・炭化物粒をまばらに含む。（検出面）
Ⅲ b 10YR5/8 黄褐色 シルト質粘土 マンガン粒 ( φ 1 ～ 2㎝ ) を含む、酸化鉄粒・炭化物粒をまばらに含む。
Ⅲ c 10YR5/6 黄褐色 シルト マンガン粒 ( φ 1 ～ 2㎝ ) を含む、酸化鉄粒を多く含む。( Ⅳ層が漸移した層）
Ⅳ 7.5YR5/8 明褐色 シルト 炭化物粒・酸化鉄粒を多く含む硬化面。（検出面）

SD2558 1 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 炭化物粒・酸化鉄粒 ( φ 1 ～ 2㎝ ) をまばらに含む。

SD2559

1 10YR4/2 灰黄褐色 シルト 酸化鉄粒を多く含む。
2 10YR4/1 褐灰色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック ( φ 5 ～ 7㎝ ) を含む。
3 7.5YR5/1 褐灰色 粘土質シルト Ⅳ層ブロック ( φ 5 ～ 7㎝ ) を含む。
4 7.5YR6/2 灰褐色 粘土質シルト 酸化鉄粒を微量に含む。

SK2555 1 10YR5/3 にぶい黄褐色 シルト 酸化鉄粒・炭化物粒少量含む。
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 酸化鉄粒・炭化物粒少量含む。

SK2556
1 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック ( φ 5 ～ 7㎝ ) を含む。
2 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロック ( φ 5 ～ 7㎝ ) を含む。炭化物粒を微量に含む。
3 7.5YR5/8 明褐色 シルト 炭化物粒・焼土 ( φ～ 10㎜ ) を多量に含む。

SK2557
1 10YR3/3 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト 炭化物粒を少量含む。
3 10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物粒を少量含む。

0 （S=1/60) 2ｍ

SD2559

E
 
E
’

：酸化鉄の硬化範囲

N64

N62

N60

W289

W287

Ⅳ層上面遺構平面図

SK2557

P1

A
B

C

DA
’

B
’
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D
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W289
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：柱痕跡

Ⅲ層上面遺構平面図
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Ⅳ
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第 11 図　溝跡・ピット断面図

【SD2558 溝跡】
調査区の北側で検出された北西-南東方向の溝跡である。断面でのみ確認している。調査区壁面の観察では、

Ⅱb層上面の遺構であると考えられる。規模は検出長が約3.3ｍで、調査区外にさらに延びる。上端幅50㎝以上、
深さ 40㎝以上で、断面形状は皿形を呈すると推測される。堆積土は単層である。
【SD2559 溝跡】	

調査区の北側で検出された北西－南東方向の溝跡である。SK2555・2556・2557・2560・2561 土坑、P1 より古い。
Ⅳ層上面から掘りこまれた遺構で、規模は検出長が3.1ｍで、調査区外にさらに延びる。方向はN－54°－Wで、
上端幅が 1.5m 以上、下端幅が 50㎝以上である。深さは 36㎝以上であり、掘削深度による制約から完掘はし
ていない。堆積土は 4 層確認され、自然堆積である。遺物は、完形に近い内面が黒色処理された有段丸底坏（第
13 図 1）が 3 層上面から出土している。他に土師器の破片が堆積土中から出土している。
【SK2555 土坑】	

調査区の北側で検出された。断面でのみ確認している。Ⅰ b 層上面から掘りこまれた遺構で、規模は東西
72㎝、南北は不明であり、深さは 50㎝で、断面形状は U 字形を呈する。堆積土は 2 層に細分される。
【SK2556 土坑】	

調査区の北側で検出された。Ⅲ層上面で確認され、規模は東西 60㎝、南北 62㎝であり、平面形は楕円形を
呈している。深さは 26㎝で、断面形状は逆台形を呈する。堆積土は 3 層に細分される。遺物は土師器片と須
恵器片が出土している。
【SK2557 土坑】	

調査区の北側で検出された。Ⅲ層上面で確認され、規模は東西 92㎝、南北 80㎝であり、平面形は隅丸方形
を呈している。深さは 28㎝で、断面形状は逆台形を呈する。堆積土は 3 層に細分される。遺物は須恵器片と
羽口（第 13 図 5）が出土している。
【SK2560 土坑】	

調査区の西側で検出された。P1 と同様の形態であることと位置関係から、P1 と共に掘立柱建物跡を構成
する柱穴の可能性があるが、東側一部の検出であったためピットではなく土坑としている。Ⅲ b 層上面から
掘りこまれた遺構で、規模は東西 21㎝以上、南北 1.0m であり、平面形は隅丸方形を呈していると推測される。
深さは 30㎝で、断面形状は逆台形を呈する。堆積土は 3 層に細分される。
【SK2561 土坑】	

調査区の北西側で検出された。Ⅲ層上面で確認され、規模は東西 54㎝、南北 56㎝であり、平面形は円形を
呈している。深さは 26㎝で、断面形状は逆台形を呈する。堆積土は 4 層に細分される。

0 （S=1/60) 2ｍ

A’

D’

8.80m A

8.80m D B’8.80m B

P1

SK2556 SK2557

2
2

3
3

1

2
1

3

1
2

3

C’

E’

8.80m C

8.80m E SD2559

1

1

2

2

3

34

4

SK2561

遺構名 層位 土色 土性 備考

SK2560
1 10YR4/4 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを含む。
2 10YR4/6 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを含む。炭化物粒を少量含む。
3 10YR4/6 褐色 シルト Ⅳ層ブロックを含む。炭化物粒を少量含む。

SK2561

1 10YR2/3 黒褐色 シルト 炭化物粒・酸化鉄粒 ( φ 1 ～ 2㎝ ) をまばらに含む。
2 10YR3/4 暗褐色 シルト Ⅳ層ブロックを含む。炭化物粒を少量含む。
3 10YR3/3 明褐色 シルト Ⅳ層ブロックを含む。炭化物粒を少量含む。
4 7.5YR5/8 明褐色 シルト 炭化物粒・酸化鉄粒を微量に含む。

P1
1 10YR2/2 暗褐色 粘土質シルト 炭化物粒を少量含む。( 柱痕跡 )
2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 明黄褐色粘土質シルトが混ざる。炭化物粒を少量含む。( 掘方埋土 )
3 7.5YR5/8 明褐色 シルト 酸化鉄粒・炭化物粒を少量含む。( 掘方埋土 )
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【ピット】
今回の調査区からは 1 基のピットが検出された。P1 は調査区の中央で検出された。規模は東西 78㎝、南

北 95㎝であり、平面形は隅丸方形である。深さは 40㎝で、直径 20㎝の柱痕跡が確認されている。堆積土は 3
層に細分され、１層は柱痕跡である。掘方が真北方向に形成されていることから、Ⅱ期官衙の掘立柱建物に
伴う柱穴の可能性が考えられる。遺物は土師器片と須恵器片が出土している。

４．まとめ

今回の第 303 次調査区からは溝跡 2 条（SD2558・SD2559）、土坑 5 基（SK2555・2556・2557・2560・
2561）、柱穴 1 基（P1）が検出された。P1 に関しては掘方が真北軸に形成され、Ⅱ期官衙の掘立柱建物跡に
伴う柱穴の可能性が考えられる。またSK2560は部分的な検出のため柱痕跡を確認することができなかったが、
P1 と共に掘立柱建物を構成する柱穴の可能性がある。また、調査区を南側に拡張して調査したが柱穴を確認
することができなかった。

下層のⅣ層上面では、方向が北西－南東方向の溝跡 SD2559 が検出されている。当該調査区の南側に位置
する 302 次調査区のⅢ a 層より下層は自然流路と考えられる堆積状況がみられ、当該調査区でもⅢ a 層より
下層は同様の堆積であることと、さらに南側の上端が直線的でないことなどから、SD2559 は溝跡ではなく
自然流路の可能性があり、この場合は基本層Ⅲ層も流路の堆積土であると考えられる。

第 12 図　第 302・303 次遺構配置図

N51 N55

W291

W287

W289

N59 N63

真北
磁北

SK2557P1

SK2560

SK2561

SK2556

SK2562

P3

P2

P1

SK2553

SK2554

側溝

第 302 次調査区 第 303 次調査区

0 2mS=1/100
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第 13 図　第 303 次出土遺物

図版
番号

登録
番号

出土
遺構 層位 種別 器種 法量 (㎝ ) 外面 内面 備考 写真

図版口径 底径 器高

13-1 C-1327 SD2559 - 土師器 坏 14.6 - 4.3 口 : ヨコナデ 体 : 沈線ヘラケズ
リ 底 : ヘラケズリ

ミガキ　黒色処理　口縁部やや
摩滅

胎土　砂粒・石英・1mm 程の
白色小石わずかに含む　白針
ごく少量含む

3-1

13-2 D-115 - 耕作土 土師器 甕 (13.2) - (6.1) ロクロ調整　炭スス付着あり ロクロ調整　線状ヘラ痕あり
胎土　極小石英粒やや多量に含
む　極小白色砂・黒色砂粒含む
　焼成良

3-2

13-3 E-648 - Ⅲ層上面 須恵器 甕 - - (3.85) 格子目叩き 同心円文 胎土　砂粒・石英含む 3-3

13-4 E-649 - 表土 須恵器 甕 - - (2.1) ロクロ→平行叩き ロクロ→ナデ 胎土　砂粒・石英・白針ごく
わずかに含む 3-4

- C-1326 - Ⅲ層上面 土師器 不明 - - （2.4） - - 漆付着 3-6

図版
番号

登録
番号

出土
遺構 層位 種別 器種 法量 (㎝ ) 備考 写真

図版長さ 幅 厚さ
13-5 P-79 SK2557 掘方 土製品 羽口 4.0 2.4 ～ 4.7 - 重量 61.4g　溶解物付着　外面ヘラナデ 3-5

0 （S=1/3) 10cm

1

2

炭化物付着

溶解物付着

4

3

5
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写真図版 2　第 303 次調査

6．南西拡張区完掘状況（東から）

7．Ⅲ層上面遺構完掘状況（南から） 8．調査終了状況（南から）

5．調査区西壁断面

1．調査区遺構検出状況（南から） 2．P1 断面（東から）

3．SD2559 溝跡検出状況状況（南西から） 4．SD2559 溝跡土師器出土状況（南西から）
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第 303 次調査出土遺物

写真図版 3　第 303 次調査

1
（第 13図 1） 2

（第 13図 2）

3
（第 13図 3）

4
（第 13図 4）

5
（第 13図 5）

6



Ⅲ．第 304 次発掘調査
１．調査経過と調査方法

　第 304 次調査は個人住宅建築に伴う発掘調査である。申請者より令和 2 年 6 月
22 日付で提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（令和 2 年 6 月 22 日付 R2
教生文第 101-111 号で通知）に基づき実施した。
　今回の調査地点は、郡山遺跡Ⅱ期官衙南東部に位置し、平成 12 年度に調査が行
われた第 134 次調査の東側に、平成 30 年度に調査が行われた第 280 次調査の南側
に位置する（第 2・15 図）。
　調査は令和 2 年 7 月 20 日に着手し、建築予定範囲内に東西 2.2 ｍ×南北 6.5m
の調査区を設定した。なお、重機掘削の途中、埋設管を確認したため調査区を東
西 2.2m ×南北 6.0m に変更した。重機で盛土およびⅠ～Ⅲ層を除去後、Ⅳ層上面

（GL-0.9 ～ 1.1m 程度）で遺構検出作業を行い、溝跡 1 条とピット 3 基を検出した。
遺構の調査終了後、調査区平面図（S=1/20）および調査区西壁・北壁断面図（S=1/20）を作製し、記録写真はデ
ジタルカメラで撮影し、7 月 21 日に複数回の転圧をかけながら重機で埋め戻しを行い、調査を終了した。

２．基本層序
　盛土の下に基本層を大別で 3 層確認した。盛土は 40 ～ 60㎝の厚さで、遺構検出面であるⅣ層までの深さは GL-
0.9 ～ 1.1 ｍである。Ⅰ層は水田耕作土、Ⅲ層は耕作土である。

３．検出遺構と出土遺物
　今回の調査ではⅣ層上面で溝跡 1 条とピット 3 基を確認した。遺物は溝跡から須恵器破片が出土した。
【SD2563】溝跡

調査区北西隅で確認した南北方向に延びる溝跡で、調査区外へ延びている。Ｐ3と重複しており、Ｐ3より新しい。
方向は N － 9°－ E で、検出長は 2.08 ｍ、上端幅 56㎝以上、深さは 38㎝で、断面形は逆台形状である。堆積土は

117次
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198次
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54次
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0 （S=1/3) 10cm
1（SD2563）

1
（第 17図 1）

図版
番号

登録
番号

出土
遺構 層位 種別 器種 法量 (㎝ ) 外面 内面 備考 写真

図版口径 底径 器高
1 E-650 SD2563 堆積土 須恵器 甕 - - (4.0) すり消し 同心円文  ナデ 胎土　砂粒、石英を含む

遺構名 層位 土色 土性 備考

基本層

Ⅰ 2.5Y3/1 黒褐色 粘土 一部グライ化。層下部に酸化鉄が集積。（水田耕作土）
Ⅱ 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒、小ブロックを少量含む。炭化物粒を微量含む。
Ⅲ 10YR4/4 褐色 粘土 酸化鉄と炭化物を微量含む。（畑耕作土）
Ⅳ 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR4/4㎞褐色粘土ブロックを少量含む。

SD2563
1 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒を微量含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 酸化鉄粒をやや多く含む。10YR5/6 黄褐色粘土小ブロック（φ 20 ～ 30mm）を微量含む。
3 10YR3/2 黒褐色 粘土 炭化物を微量含む。酸化鉄を多く含む。10YR5/6 黄褐色粘土粒・ブロック（φ 10 ～ 30mm）を多く含む。

第 16 図　第 304 次調査区平面・断面図

第 17 図　第 304 次調査出土遺物
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3 層確認された。にぶい黄褐色粘土を主体としている。遺物は須恵器甕の破片（第 17 図 1）が出土した。
【ピット】
　ピットは 3 基確認された。平面形は円形と楕円形で、P1 は径が 24㎝、深さが 16㎝、P2 は径が 26㎝以上、深さ
が 11㎝、P3 は径が 40㎝以上、深さが 29㎝である。P1、P2 とも柱痕跡は確認されず、建物跡や柱列跡を構成する
配列は確認できなかった。いずれのピットからも遺物は出土しなかった。

４．まとめ
　今回の調査地点は、郡山遺跡のⅡ期官衙南東部に位置する。今回の調査では、Ⅳ層上面で溝跡 1 条とピット 3 基
を確認した。遺構の規模や位置関係、出土遺物などの状況から、いずれの遺構も官衙に関連する遺構ではないと考
えられる。SD2563 溝跡は部分的な検出のみであり詳細は不明であるが、西側にある第 134 次調査で確認されてい
る SD1963 溝跡の方向に近い。SD1963 溝跡は、遺構の新旧関係と出土遺物から平安時代以降のものと考えられて
いる。また、SB1930 掘立柱建物跡の柱穴の掘方に灰白色火山灰が含まれており、官衙廃絶後やや時期を隔てて建
物跡や溝跡が存在していたことが明らかになっている。今回の調査で確認された SD2563 溝跡は一部のみの検出で
あり、第 134 次調査で検出された遺構との関連性は不明であるが、今後も周辺の調査を進める中で、官衙廃絶後
の遺構の在り方について検討する必要がある。

第 18 図　周辺調査区と遺構配置図

写真図版 4　郡山遺跡第 304 次調査

1．調査区全景（北から） 2．調査区北壁・SD2563 断面
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Ⅳ．第 305 次発掘調査
１．調査経過と調査方法

　第 305 次調査は、史跡整備に伴う範囲確認調査である。調査地点は郡山三丁目 126 番 1 に所在し、昭和 56 年
度の第 20 次調査の北西側、令和元年度の第 299 次調査の西側に位置している ( 第 2・19 図 )。
　方四町Ⅱ期官衙については、これまでの調査から、中枢部では正殿を中心に東西の対称する位置に南北棟の建
物が配置されたと考えられている。西列建物跡群では SB526 掘立柱建物跡（第 44 次調査）や SB1465 掘立柱建
物跡（第 101 次調査）、SB1650 掘立柱建物跡（第 110 次調査）が確認されているが、東列建物跡群については
SB208 掘立柱建物跡（第 20・299 次調査）と SB1730 掘立柱建物跡（第 101・242 次調査）で建物の一部が確認
されているのみで、その詳細は明らかになっておらず、東列建物跡群の様相を検証する必要があった。令和元年
度に実施した第 299 次調査では、第 20 次調査で確認されていた SB208 掘立柱建物跡の延長部分が確認された。
調査面積が狭かったため建物跡の規模や構造については不明であるが、柱穴の検出位置と配置から SB208 掘立
柱建物跡が西列建物跡群で確認されている東西２間の南北棟の建物とは構造的に異なることが確認された。

今回は SB208 掘立柱建物跡の詳細を確認することを目的として調査を実施した。本調査は史跡地内での調査
であるため令和２年５月 11 日付で現状変更許可申請書（R2 教生文第 599 号）を提出し、令和２年６月 19 日付
で現状変更が許可されている（２受文庁第４号の 243）。
　調査は令和２年８月 24 日から開始し、東西 6.5 ｍ×南北８ｍの調査区を設定した後、重機で盛土及び基本層
Ⅰ層とⅡ層を除去し、基本層Ⅲ層上面（ＧＬ -0.5 ｍ）で遺構検出作業を行った。なお、今回の調査は史跡地内
での範囲確認調査であるため、遺構の掘り込みは一部分のみとし、完掘は行っていない。遺構の記録は平面図
をＳ＝ 1/20、断面図をＳ＝ 1/20 で作製し、記録写真は 35㎜モノクロフィルムとリバーサルフィルムを使用し、
併せてデジタルカメラを用いて撮影した。９月 28 日に調査を終了し、重機で埋め戻しを行った。

第 19 図　第 305 次調査区位置図
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第 20 図　第 305 次調査区平面・断面図

基本層

層位 土色 土性 備考
Ⅰ 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト マンガン粒と酸化鉄を微量含む。
Ⅱ 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロック・粒を少量含む。
Ⅲ 10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土 10YR3/4 暗褐色粘土粒を微量含む。酸化鉄粒を少量含む。

遺構名 規模 (㎝ ) 層位 土色 土性 備考

SA2568	N1E1
111 柱抜取り穴 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒を多く含む。酸化鉄を少量含む。炭化物粒を微量含む。

(120) × 100 掘方埋土 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロックをやや多く含む。10YR5/6 黄褐色粘土大ブロック・粒と酸化鉄を少量含
む。

SA2568	N2E1 35 柱痕跡 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロックを少量含む。10YR5/6 黄褐色粘土粒をやや多く含む。
133 × 96 掘方埋土 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 10YR3/4 暗褐色粘土ブロックを少量含む。マンガン粒と酸化鉄を微量含む。

SA2568	N3E1 28 柱痕跡 10YR4/4 褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒を微量に含む。
162 × 119 掘方埋土 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロック・粒を多く含む。炭化物粒と酸化鉄を微量に含む。

P1 120 × 90 掘方埋土 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒をやや多く含む。10Y5/6 黄褐色小ブロックを少量含む。炭化物粒と酸化鉄を
微量含む。小礫を含む。

P2 35 柱痕跡 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒をやや多く含む。10YR5/6 黄褐色粘土小ブロックを少量含む。
90 × 68 掘方埋土 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 10YR3/4 暗褐色粘土ブロックを少量含む。マンガン粒と酸化鉄を微量含む。

P3 21 柱痕跡 10YR3/2 黒褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒と 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土粒を少量含む。炭化物粒を微量含む。
120 × 94 掘方埋土 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒をやや多く含む。10Y5/6 黄褐色小ブロックを少量含む。炭化物粒を微量含む。

P4 26 柱痕跡 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒と 10YR3/2 黒褐色粘土粒を少量含む。
161 × 104 掘方埋土 10YR4/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロックをやや多く含む。10YR5/6 黄褐色粘土粒を少量含む。
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２．基本層序

　盛土の下に基本層を大別で３層確認した。盛土の厚さは 10 ～ 60㎝である。遺構検出面であるⅢ層までの深さは
GL-0.6 ｍである。基本層は隣接する第 299 次と共通しており、Ⅰ層とⅡ層は畑の耕作土と考えられる。

３．検出遺構と出土遺物
　検出された遺構は柱列跡 1 列と材木列跡 2 列、柱穴である。検出面は全てⅢ層上面である。
【SA2568柱列跡】
　調査区の西部で検出された。確認した柱穴は 3 基である。N2E1 と N3E1 は SA2564 材木列跡と重複し、SA2564
材木列跡より新しい。方向は N―0°―E である。柱穴の掘方の形状は N1E1 と N2E1 は方形、N3E1 は楕円形で、
規模は一辺が N1E1 で 120㎝以上、N2E1 で 133㎝、N3E1 で 162㎝である。掘方埋土は暗褐色やにぶい黄褐色粘
土である。N2E1 と N3E1 では柱痕跡が確認された。柱痕跡は径 28 ～ 35㎝の円形で暗褐色粘土である。N1E1 で
は柱抜取り穴が確認された。柱抜取り穴の規模は径 111㎝で、基本層Ⅲ層を起源とした黄褐色粘土粒を多く含んで
いる。柱間は南北で 2.15 ｍと 2.82 ｍである。遺物は土師器片と須恵器片、小玉石、鉱滓が出土している。
【SA2564材木列跡】

調査区の西部で検出された北東から南西方向の材木列跡で、方向は N―33°―E である。SA2568 柱列跡と重複
しており、SA2568 柱列跡より古い。検出長は 8.4 ｍで、調査区外へさらに延びる。史跡地内での範囲確認調査で
あるため、遺構の掘り込みは材木列跡の掘方と柱痕跡の確認のみにとどめた。遺構確認時に基本層Ⅱ層を堆積土と
するピット群を確認したが、畑の耕作に関係するものと考えられる。柱抜取り穴は溝状で上端幅 72 ～ 92㎝、深さ
は 37 ～ 41㎝である。柱抜取り穴の底面において、材木列跡の掘方と柱痕跡が確認された。掘方の上部は柱抜取り
によって壊されており、残存する掘方の幅は 32 ～ 55㎝である。掘方のほぼ中央で径 12 ～ 20㎝の柱痕跡が連続し
て確認された。堆積土は柱抜取り穴が 2 層、掘方埋土が 1 層である。遺物は土師器の破片が出土している。

【SA2550材木列跡】
調査区の南東部で検出された北東から南西方向の材木列跡で、方向は N―37°―E である。P2 と重複しており、

P2 より古い。第 299 次調査の南調査区で確認された SX2550 性格不明遺構と堆積土が類似しており、ほぼ同じ位
置での検出であるため SA2550 材木列跡として報告する。検出長は 5.1 ｍで、調査区外へさらに延びる。史跡地内
での範囲確認調査であるため、遺構の掘り込みは材木列跡の掘方と柱痕跡の確認のみにとどめた。柱抜取り穴は溝
状で上端幅 131 ～ 140㎝、深さは 31 ～ 40㎝以上である。柱抜取り穴の底面において、材木列跡の掘方と柱痕跡が
確認された。掘方の上部は柱抜取りによって壊されている。残存する掘方の幅は 73 ～ 81㎝である。掘方のほぼ中
央で径 14 ～ 17㎝の柱痕跡が連続して確認されたが、柱痕跡が確認されず、柱の抜取りが確認された箇所もあった。
堆積土は柱抜取り穴が 7 層、掘方埋土が 1 層である。遺物は土師器の破片が出土している。

第 21 図　SA2564 材木列跡断面図

SA2564

層位 土色 土性 備考
1 10YR4/4 褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロック少量含む。（柱抜取り穴）
2 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR3/3 暗褐色粘土ブロック粒を少量含む。（柱抜取り穴）
3 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 酸化鉄粒を微量含む。（柱痕跡）
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土ブロック粒をやや多く含む。（掘方埋土）
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４．まとめ　
　今回の調査では柱列跡 1 列と材木列跡 2 列、柱穴が検出された。遺構の重複関係を整理すると以下の通りである。
なお並立関係は、必ずしも同時性を示すものではない。　

【柱穴】
　柱穴は4基検出された。P1はSA2568柱列跡N3E2と重複しており、SA2568柱列跡N3E2より古い。掘方は方形で、
一辺が 120㎝である。柱痕跡は確認されなかった。P2 は SA2550 材木列跡と重複しており、SA2550 材木列跡より
新しい。P2 では円形の柱痕跡が検出しており、径は 35㎝である。掘方は方形で、一辺が 90㎝で柱列跡を構成す
る柱穴と比べると小型である。P3 と P4 は重複しており、P3 が P4 より新しい。P3 では円形の柱痕跡が検出して
おり、径は 21㎝である。掘方は方形で一辺 120㎝である。P4 では円形の柱痕跡が検出しており、径は 26㎝である。
掘方は方形で一辺が 161㎝である。P4 では土師器と須恵器の破片が出土しており、このうち須恵器の甕（第 23 図 1）
を図示した。

第 22 図　SA2550 材木列跡断面図

SA2550

層位 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒小ブロックを多量に含む。10YR6/4 にぶい黄橙色粘土粒を少量含む。（柱抜取り穴）
2 10YR4/4 褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒を多く含む。10YR6/4 にぶい黄橙色粘土粒を微量含む。酸化鉄を微量含む。（柱抜取り穴）
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR3/2黒褐色粘土小ブロックを少量含む。10YR5/6黄褐色粘土粒を非常に多く含む。酸化鉄を微量含む。（柱抜取り穴）
4 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロックを微量に含む。酸化鉄粒を微量に含む。（柱抜取り穴）

5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロックを非常に多く含む。10YR6/4 にぶい黄橙色粘土ブロックを多く含む。酸化鉄粒と砂を
少量含む。（柱抜取り穴）

6 10YR3/3 暗褐色 粘土 10YR4/4 褐色粘土小ブロックを少量含む。10YR5/5 黄褐色粘土ブロックをやや多く含む。（柱抜取り穴）
7 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR4/2 灰黄褐色粘土小ブロックを少量含む。（柱抜取り穴）
8 10YR4/4 褐色 粘土 酸化鉄粒と 10YR4/2 灰黄褐色粘土粒を少量含む。（柱痕跡）

9 10YR5/3 にぶい黄褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒とマンガン粒をやや多く含む。10YR3/3 暗褐色粘土小ブロックを少量含む。酸化鉄を微量含む。
（掘方埋土）

P2

1 10YR3/4 暗褐色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土粒を少量含む。（柱痕跡）
2 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 3/4 暗褐色粘土小ブロック粒を少量含む。10YR5/6 黄褐色粘土粒をやや多く含む。（掘方埋土）
3 10YR5/8 黄褐色 粘土 10YR7/4 にぶい横橙粘土粒を非常に多く含む。10YR3/3 暗褐色粘土粒を少量含む。酸化鉄粒を少量含む。（掘方埋土）
4 10YR4/6 褐色 粘土質シルト 10YR6/4 にぶい黄橙粘土粒をやや多く含む。10YR4/4 褐色粘土粒を少量含む。酸化鉄粒を少量含む。（掘方埋土）
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第 23 図　第 305 次調査出土遺物

図版
番号

登録
番号 出土遺構 層位 種別 器種 法量 (㎝ ) 外面 内面 備考 写真

図版口径 底径 器高

1 E-651 P4 - 須恵器 甕 - - (5.4) 平行タタキ（3 方向） 当て具痕（同心円文） 胎土　砂粒、石英、白針ごく少量
含む　重量 27.9g 7-1

図版
番号

登録
番号

出土
遺構 層位 種別 器種

法量 (㎝ )
備考 写真

図版長さ 幅 厚さ
- K-415 SA2568 NIE1 - 石製品 小玉石 1.5 1.4 0.5 重量 1.5g 7-2
- N-164 P4 - 金属製品 鉱滓 - - - 重量 20.8g 7-3
- N-165 SA2568 NIE1 - 金属製品 鉱滓 - - - 重量 41.3g 7-4
- N-166 SA2568 NIE1 - 金属製品 鉱滓 - - - 重量 28.8g 7-5
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第 24 図　Ⅰ期官衙材木列跡位置図
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0 50ｍ（S=1/1000) 242 次

SB208SB208

第 305 次第 305 次
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SB1465SB1465

SB1485SB1485

第 25 図　郡山遺跡Ⅱ期官衙中枢部主要遺構配置図

　SA2564 材木列跡と SA2550 材木列跡は平行しており、ともに抜取りを受けており、その位置と方向からⅠ期
官衙に伴う遺構と考えられる。第 24 図はⅠ期官衙の東辺の材木列跡の位置図である。材木列跡の検出位置から
SA2564 材木列跡は SA577 材木列跡（第 48 次）および SA2060 材木列跡（第 152・171・282 次）と、SA2550 材
木列跡は SA578 材木列跡（第 48 次）と SA2055 材木列跡（第 152・171・282 次）と連続する材木列跡と考えられる。
この並行する２列の材木列跡は近接した位置関係から同時に存在していたとは想定しにくいと考えられる（仙台市
教育委員会 2004）。
　Ⅱ期官衙の時期の遺構は SA2568 柱列跡を検出した。今回確認した SA2568 柱列跡については、未調査の部分で
検出される柱穴の配置によっては建物跡となる可能性もある。
　今回の調査では東列建物跡群を構成すると考えられる建物跡について解明できなかった。これまでの調査で、Ⅱ
期官衙中枢部建物跡の西列建物跡群は SB1650 掘立柱建物跡や SB526 掘立柱建物跡のようにその規模が判明して
いる。しかし、東列建物跡群は想定場所が現在住宅地になっている場所が多く、また SB1730 掘立柱建物跡のよう
に柱穴の検出のみの箇所もあり、その様相は未だ不明な点が多い。今後周辺の調査を進めていき、Ⅱ期官衙中枢部
の建物群の構造を解明していく必要がある。
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写真図版 5　第 305 次調査 (1)

1．調査区全景 ( 上が東）

2．調査区遺構検出状況（北から）
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写真図版 6　第 305 次調査 (2)

4．P3、P4 検出状況（東から）

1．SA2568 N1E1 検出状況（西から） 2．SA2568 N2E1 検出状況（西から）

3．SA2568 N3E1・P1 検出状況（南から）

5．P2 検出状況（南から） 6．SA2564 材木列跡検出状況（北東から）

7．SA2564 材木列跡断面（北から） 8．調査区北壁・SA2564 断面（南から）
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1．SA2550 材木列跡検出状況（南西から） 2．SA2550 材木列跡断面（北東から）

3．調査区南壁断面・SA2550 材木列跡断面 ( 北から）

写真図版 7　第 305 次調査 (3)

1
（第 23図 1）

2

3 4
5

第 305 次調査出土遺物

4．作業風景



Ⅴ．第 306 次発掘調査
１．調査経過と調査方法

　第 306 次調査は、史跡整備に伴う範囲確認調査である。調査地点は郡山五丁目 30 番 1 に所在し、昭和 60 年度
に調査した第 56 次調査の北側に位置している（第 2・26 図）。
　方四町Ⅱ期官衙については、これまでの調査から、その構造が藤原京を模して造られたと考えられている。第
56 次調査では、材木列跡の掘方と連続して柱穴を 4 基（SB712 建物跡）検出しており、外郭南辺のほぼ中央に位
置していることから、外郭南門と考えられている。この南門跡は柱穴の配置から八脚門であると考えられている。
今回は、南門北側の遺構状況の確認を目的として調査を実施した。なお、本調査は史跡地内での調査であるため令
和 2 年 5 月 11 日付で現状変更許可申請書（R2 教生文第 599 号）を提出し、令和 2 年 6 月 19 日付で現状変更が許
可されている（2 受文庁第 4 号の 243）。
　調査は令和 2 年 8 月 24 日から開始し、東西 10 ｍ×南北 6 ｍの調査区を設定し、重機で盛土及び基本層Ⅰ a 層
とⅠ b 層を除去し、基本層Ⅱ a 層上面（GL-1.5 ～ 1.6 ｍ）で遺構検出作業を行った。今回の調査は史跡地内での
範囲確認調査であるため、遺構の掘りこみは一部分のみとした。遺構の記録は平面図をＳ＝ 1/40、断面図をＳ＝
1/20 で作製し、記録写真撮影は 35㎜モノクロフィルムとリバーサルフィルムを使用し、併せてデジタルカメラを
用いて撮影した。9 月 28 日に調査を終了し、重機で埋め戻しを行った。 

 
２．基本層序
　盛土の下に基本層を大別で 2 層、細別で 4 確認した。盛土の厚さは 120㎝である。遺構検出面である基本層Ⅱ a
層またはⅡ b 層までの深さは GL-1.5 ｍである。Ⅱ a 層は調査区の西部でのみ確認された。

３．検出遺構と出土遺物
　Ⅱ b 層上面で溝跡２条を確認した。遺物は出土していない。
【SD2566溝跡】
　調査区の東部で検出された南北方向の溝跡で、調査区外へ延びる。方向はＮ－ 36°－Ｅである。SD2567 溝跡と
重複し、これよりも古い。検出長は 6.3 ｍ、上端幅は 3.81 ｍ、下端幅は 2.01 ｍである。深さは 47㎝で断面形は皿
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第 26 図　第 306 次調査区位置図
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第 27 図　第 306 次調査区平面・断面図
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状であり、壁は緩やかに立ち上がっている。堆積土は 4 層に分層された。粘土と砂が互層状に堆積していることか
ら水成堆積と考えられ、特に下層は細砂を主体としていることから、一時的に水流が多かった可能性がある。遺物
は出土していない。

【SD2567溝跡】
　調査区の東部で検出された南北方向の溝跡で、調査区外へ延びる。方位はＮ－ 15°－Ｅである。SD2566 溝跡と
重複し、これよりも新しい。検出長は 5.68 ｍ、上端幅は 44㎝、下端幅は 14㎝である。断面形状は皿状である。堆
積土は単層で暗灰黄褐色粘土である。遺物は出土していない。

４．まとめ
　今回の調査では南北方向の溝跡が 2 条（SD2566・2567）検出された。SD2566 溝跡からは遺物が出土しておらず、
時期は不明であるが、堆積土に細砂や粗砂が多く含まれていることから、洪水等で水が流れ込んで形成された溝跡
で、官衙との関連性はないと考えられる。
　今回の地点は郡山遺跡方四町Ⅱ期官衙の中央南地区に位置し、本調査区の南側ではⅡ期官衙の南門が確認されて
おり（第 56 次調査）、南門から延びる道路に関わる遺構の検出が予想された。しかし、調査区の壁面観察から、遺
構面が宅地造成前の水田耕作で削平されており、道路跡など官衙に関わる遺構は確認されなかった。第 29 図は第
306 次調査区周辺の方四町Ⅱ期官衙の遺構配置図である。今回の第 306 次調査では第 121 次調査 B 区と同様、Ⅱ
期官衙の建物跡などの遺構は確認されていない。これまでの調査で中枢部を構成する建物跡群と材木列跡の間では
掘立柱建物跡や塀跡等の遺構が発見されていないことから、官衙の中で空閑地であったことが明らかになっている。
今回の調査でも官衙に関連する遺構が確認されていないことから、南門から中枢部の建物群の間には空閑地が広が
っていたと考えられる。今後も調査を継続することにより、Ⅱ期官衙の空閑地の性格と官衙内の空間利用などにつ
いて解明する必要がある。

第 28 図　第 306 次調査区断面図

遺構名 層位 土色 土性 備考

基本層

Ⅰ a 2.5Y3/1 黒褐色 粘土 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘土質シルト粒を少量含む。酸化鉄を微量に含む。西壁と北壁西部では層下面に酸化鉄が集
積し硬化している。

Ⅰ b 2.5Y4/2 暗灰黄色 粘土 10YR5/6 黄褐色粘土小ブロック・粒を少量含む。酸化鉄をやや多く含む。
Ⅱ a 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR3/3 暗褐色粘土粒を微量含む。マンガン粒と酸化鉄、砂を微量含む。
Ⅱ b 10YR5/8 黄褐色 粘土 砂を多量に含む。マンガン粒と酸化鉄を微量含む。調査区東部ではグライ化（2.5Y4/6 オリーブ褐色）している。

SD2566

1 2.5Y5/3 黄褐色 粘土 2.5Y4/4 オリーブ褐色砂と互層状に堆積。5Y4/1 黄灰色粘土小ブロックを層下部にやや多く含む。酸化鉄をやや多く
含む。

2 7.5Y3/2 オリーブ黒色 砂 細砂～粗砂。2.5Y4/2 暗灰黄色粘土を帯状に含む。炭化物を微量含む
3 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色 粘土 酸化鉄を少量含む。10YR7/8 黄橙色シルトを斑状に多く含む。
4 10Y3/1 黒褐色 粘土 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘土粒を少量含む。酸化鉄を微量含む。

SD2567 1 2.5Y4/2 暗灰黄色 粘土 2.5Y4/6 オリーブ褐色粘土粒を少量含む。酸化鉄を微量含む。

N10.10m S 調査区西壁
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写真図版 8　第 306 次調査 (1)

1．調査区全景（南から）

2．調査区全景（東から）
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写真図版 9　第 306 次調査 (2)

1．SD2566 溝跡確認状況（南から） 2．SD2566 溝跡断面（北から）

3．調査区北壁・SD2566 溝跡断面 4．調査区北壁断面

5．調査区西壁断面 6．作業風景
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Ⅵ．第 307 次発掘調査
１．調査経過と調査方法

　第 307 次調査は個人住宅建築に伴う発掘調査である。申請者より令和 2 年 7
月 30 日付で提出された「埋蔵文化財発掘の届出について」（令和 2 年 8 月 3 日
付 R2 教生文第 101-162 号で通知）に基づき実施した。
　今回の調査地点は、郡山遺跡東端部に位置し、平成 30 年度に調査が行われた
第 281 次調査区の南側に位置する（第 2・31 図）。
　調査は令和 2 年 10 月 27 日に着手し、建築予定範囲内に東西 4m ×南北 4m
の規模で調査区を設定した。重機で盛土及びⅠ～Ⅲ b 層を除去後、Ⅳ層上面（GL
-1.1 ～ 1.4 ｍ）で遺構検出作業を行ったが、攪乱を確認したのみで、遺構は検
出されなかった。調査の記録は調査区平面図（S=1/20）、断面図（S=1/20）を作製し、記録写真はデジタルカメ
ラで撮影し、10 月 28 日に複数回の転圧をかけながら重機で埋め戻しを行い、調査を終了した。

　
２．基本層序
　盛土の下に基本層を大別で 4 層、細別で 5 層確認した。盛土の厚さは 20 ～ 125㎝である。遺構検出面である基
本層Ⅳ層までの深さは GL-1.1 ～ 1.4 ｍである。Ⅰ～Ⅲ a 層は耕作土で、Ⅲ b 層は耕作土Ⅲ a 層の母材と考えられる。

３．検出遺構と出土遺物
　今回の調査では、遺構は検出されなかった。遺物は基本層から土師器片が極少量出土している。このうち基本層
Ⅲ a 層中から出土した土師器坏を図化した（第 33 図 -1）。

４．まとめ
　今回の調査地点は、郡山遺跡の北東部に位置し、方四町Ⅱ期官衙の外溝の東側に位置する。本調査区の北側では
溝跡と土坑が検出されている第 281 次調査がある。今回の調査では、郡山遺跡における官衙の時期の遺構検出面
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第 31 図　第 307 次調査区位置図

第 30 図　第 307 次調査区配置図

建物範囲建物範囲
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隣地
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調査区調査区
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磁
北
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第 32 図　第 307 次調査区平面・断面図

第 33 図　第 307 次調査出土遺物

基本層

層位 土色 土性 備考
Ⅰ 10YR3/4 暗褐色 シルト 10YR3/2 黒褐色粘土質シルトブロックを少量含む。炭化物を微量含む。（耕作土）
Ⅱ 10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト 炭化物を微量含む。（耕作土）

Ⅲ a 10YR4/4 褐色 粘土 （耕作土）
Ⅲ b 10YR4/4 褐色 粘土 10YR3/2 黒褐色粘土小ブロックをやや多く含む。
Ⅳ 10YR5/6 黄褐色 粘土 10YR7/4 にぶい黄橙粘土粒を少量含む。マンガン粒を微量含む。

図版
番号

登録
番号

出土
遺構 層位 種別 器種 法量 (㎝ ) 外面 内面 備考 写真

図版口径 底径 器高
1 C-1328 - Ⅲ a 土師器 坏 (15.6) - （3.4） 口 : ヨコナデ 体 : ヘラケズリ ヘラミガキ→ 黒色処理 胎土　砂粒、石英含む　重量 22.2g 10-1

0 （S=1/3) 10cm1

0 （S=1/60) 2ｍ

真
北

磁
北

カクラン

E202 E206

N30

N28

N26

ES 10.40m W10.40m N
調査区北壁調査区東壁

盛土

盛土

ⅢaⅢa Ⅲa
ⅢbⅢb Ⅲb

Ⅲb Ⅳ

Ⅳ

ⅠⅠ Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ Ⅱ
Ⅱ Ⅱ Ⅱ ⅡⅡ

カ
ク
ラ
ン

であるⅣ層上面で遺構は検出されず、出土遺物も僅少であった。調査から本調査地は遺構が希薄な場所の可能性が
考えられる。
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第３章　調査成果の普及と関連活動

年月日 行事・活動等 担　当 対　象
R2.6.24 資料貸出（遺物） 庄子・元山 公益財団法人千葉県教育振興財団

6.26 出前授業 元山 仙台市立東長町小学校 6 年生
7.15 資料貸出（写真） 佐藤（文） 公益財団法人千葉県教育振興財団
7.30 資料貸出（写真） 佐藤（文） 宮城県多賀城跡調査研究所
9.24 資料貸出（遺物・写真） 庄子・元山・佐藤（文） 多賀城市埋蔵文化財調査センター
9.28 美化活動（植栽） 工藤・元山・佐藤（文） 仙台市立東長町小学校 6 年生

10.26 ～ 28 職場体験 元山・庄子 仙台市立郡山中学校 2 年生 3 名
10.27 資料調査 元山 個人
11.5 職場体験 元山・庄子 杜のひろば・宮城野 6 名
11.11 出前講座 庄子 南小泉老壮大学（若林区中央市民センター）
11.17 出前授業 元山 仙台市立東長町小学校 6 年生
11.19 郡山中学校ピロティ見学 佐藤（文） 個人
12.9 郡山中学校ピロティ見学 庄子 まちなか歩きたい
12.10 郡山中学校ピロティ見学 庄子 仙台市郡山老人福祉センター

R3.1.23 講座 長島 陸奥国分寺・薬師堂ガイドボランティア会
1.25 資料貸出（遺物） 佐藤（文） 仙台市立郡山中学校
2.16 出前授業 元山　 仙台市立東長町小学校 6 年生

＜主な広報・普及・協力活動＞

小学生の美化活動（郡山遺跡）

･ 令和 2 年度は、新型コロナウイルスの影響により行事が中止となった学校も多く、一般の方の見学等も見合
わせる場合が相次いだ。また、緊急事態宣言により県をまたぐ移動の自粛もあり、県外からの資料調査およ
び資料貸出も例年より減少した。それでも感染症対策を十分講じた上で実施できたケースもあり、実績を以
下に記した。

小・中学生の職場体験（郡山遺跡）
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

郡山遺跡
官衙跡
寺院跡
集落跡

飛鳥～平安 材木列跡、柱列跡、溝跡、
土坑、ピット

土師器、須恵器、石製品、
金属製品、土製品

第 305 次調査でⅠ
期官衙の材木列跡
2 列とⅡ期官衙の
柱列跡1列を検出。

要　約

・ 第 305 次調査はⅡ期官衙の中枢部東列建物跡群の検出が想定される個所で調査を行い、材木列跡と柱列跡を検出
した。材木列跡はⅠ期官衙、柱列跡はⅡ期官衙の時期の遺構である。このうち柱列跡は建物跡の可能性がある。

・ 第 306 次調査はⅡ期官衙の南門跡の北側で調査を行い、溝跡 2 条を検出した。Ⅱ期官衙に関連する遺構は検出さ
れず、空閑地であったと考えられる。

報告書抄録
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